




































































































































































1550 9．0 12．2　　　　小　　麦 16．0 18．0 21．5 28．0
1600 12．7
　　　　ライ麦14．9 17．0 18．0 26．0 28．0
大　　麦 23．0 25．0 30．0 36．5



















1700年 1750年 1800年 1850年
小　　　　　　麦 1．4 1．8 2．5 3．6
ラ　　　イ　　　麦 0．9 0．5 0．3 0ユ
大　　　　　　麦 L9 1．4 1．3 1．5
オ　一　　ト　麦 1．2 2．0 2．0 2．0
豆　　　　　　類 1．3 1．0 1．2 1．0
カ　　　ブ　　　ラ 0．4 1．0 1．3 2．0
ジ　ヤ　ガ　イ　モ 0．1 0．2 0．3 0．4
ク　ロ　一　バ　一 0．5 1．0 L2 2．2
休　　　閑　　　地 3．3 2．5 1．5 1．8
































































































51s未満 20 0 6器以上63s未満 10 0
51s．～52s．未満 19 0 63s．～　64s．未満 9 0
52s．～55s．未満 18 0 64＄～　65＆未満 8 0
55s．～56s．未満 17 0 65s．～　66s．未満 7 0
56s．～57s．未満 16 0 663～　69s．未満 6 0
57s～58s．未満 15 0 69s～　70s．未満 5 0
58s～59s未満 14 0 70s．～　71s．未満 4 0
59s．～60s．未満 13 0 71s～　72s．未満 3 0
603～61s．未満 12 0 72s．～　73s．未満 2 1



























輸　　入 輸　　出 輸　　入 輸　　出
1700－09 n 104．8 1800ヨ9 497．3 n
1710－19 n 104．8 1810－19 654．25 n
1720－29 11．5 116．0 1820－29 407．75 n
1730－39 n 296．9 1830－39 935．75 n
1740－49 L3 290．7 1840－49 2，669．0 n
1750喝9 16．2 329．0 1850－59 4，831．5 n
1760－69 97．0 235．0 1860－69 8，423．0 n
1770－79 130．0 87．0 1870－79 12，601．0 n









1828年 193，2501832年 307，9801836年 149，661840年1，156，639
1829年 898，7931833年 35，2341837年 583，2721841年 568，341844年1，098，382
1830年 790，1091834年 97，8941838年 186，7601842年1，363，9771845年 367，031






























1849年 561，4801853年 529，2471857年 486，0261861年 800，8951865年 743，145
1850年 467，8811854年 461，5781858年 582，8631862年 971，0661866年 797，639
1851年 504，9211855年 353，0651859年 499，2681863年 746，3611867年 869，322



















































































































































年 1870－741875－791880－841885－891890－941895－99 1900 1905－09
北　　・六
O　　部
鴻塔hン
0，064
O，151
O，239
0，077
O，103
O，170
0，092
O，120
O，195
0，104
Oユ30
O，250
0，142
O，155
O，338
0，178
O，168
O，353
0，202
O，150
O，329
0246
O，206
O，428
　M．　MacKinon，　“Living　Standards，　1870－1914”，　in　Floud　＆　McClosl〈ey　（ed．）　The　Economlc　History　of　Britain，　p．　285．
下層の人々が餓死することを免れたのは，産業革命のお蔭でなく，救貧法のお蔭であった。救貧
法は1834年に変更されて，生活困窮者が容易には救済を受けることができないような措置を講
じて，1870年以降にはその措置がいっそう厳密に適用されるようになっていたから，表11にあ
る救済受給者は，救貧法がなければ実際に食料を得られない生活困窮者であったと言ってよい人々
である。19世紀半ば過ぎのイングランドで，その人数は数千人にもならない数であったかもし
れないが，これらの人を産業革命が置き去りにしたことは確かであろう。さらに言えば，救貧法
の救済を受けなかったい人たちが，誰も食料の不足を経験していなかったわけではなかった。19
世紀イギリスの労働者階級の多くの人々は餓死を免れ，先祖よりやや豊かな消費生活を送ったか
もしれないが，それは必要な栄養の摂取を犠牲にして享受された消費生活であった。19世紀末
イギリスに生まれた200万人の男のうち，身長1．67メートル，体重59キログラム，胸囲86．4セ
ンチメートルの兵士徴募の甲種合格の体位に達していたのは，36パーセントにすぎなかった（24）。
19世紀末と20世紀初めのロンドンとヨークの労働者階級の家族の3分の1が十分なカロリーを
摂取できない程に貧困であるというチャールズ・ブーズとラウントリーの発見は，これによって
も裏付けられている。20世紀に入っても，ウィリアム・ウッドラフの伝記㈲によれば，イング
ランド北部の平均的な労働者の家族は，不況になれば食料が不足し，著者の誇り高い祖母は救貧
法による施与の食物を拒否して餓死同然の死を遂げた。イギリスの産業革命そのものは，自動的
に国民の全員を飢餓から解放するものではないことを，19世紀と20世紀のイギリス社会史は物
語っているのである。
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